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官民連携の実績等（このような取組みが出来る、又は、実施している。）

■■ 栗栗本本鐵鐵工工所所はは、、上上下下水水道道事事業業ににおおけけるる官官民民連連携携にに積積極極的的にに取取りり組組んんででままいいりりまますす。。

管だけでなく、弁栓類を含む管路システム全体の維持管理に不安や不満はありませんか？そして、将来

の持続的な水道サービスに対して漠然と不安を感じておられませんか？

クリモトは、その不安や不満を事業体や地元業者等の皆さまと一緒になって考え、解決したいと考えており

ます。

■■ 日日常常点点検検デデーータタをを有有効効活活用用ししたた管管路路維維持持管管理理ののイイメメーージジ

日常業務から得られる様々なデータの中には、効果的な維持管理に役立つ有益な情報が多々あります。

それらを十分に活用した維持管理手法をご提案させていただきます。また、それらのデータを補完するため

の管体調査等の管路情報取得に関して、より経済的な方法を併せてご提案させていただきます。

水道資産の約 7 割を占めるといわれております管路施設ですが、各事業体様により抱えておられる課題

や問題点は異なり、多岐に渡っております。それらを解決するためのさまざまなご要望にお答えするために

各種調査ツールをご用意しております。各事業体様が保有される管路システムの課題・問題解決向けて

PDCA サイクルを回し、あるべき姿を目指して日々の管路維持管理業務をサポートいたします。



■■ 具具体体的的なな調調査査等等内内容容ののごご紹紹介介

現在、事業体様や地元業者様と一緒に取り組んでおります管路維持管理業務における各種調査業務の

一例をご紹介いたします。いずれの調査も、管路システムの安定・安心を判断するため有益な情報取得が可

能となります。また、それらのデータを有効活用するためのマッピングシステムを構築いたします。

ままずずはは、、出出来来るるここととかからら取取りり組組んんででみみまませせんんかか？？おお気気軽軽ににごご相相談談下下ささいい！！

水道事業者等への要望、官民連携における課題

 人材交流・人材派遣等により形式知を含む維持管理ノウハウの相互共有が必要と考えます。

 官民連携により、管路システムのあるべき姿と実現可能な事業とのギャップを埋める新たなビ

ジネスモデルの共同模索・構築が必要であると考えます。

管体調査（超音波管厚測定） 管内調査（不断水管内カメラ調査）

付属物調査（弁栓類点検） データ管理（マッピングシステム）




